
平成20年 度事業活動報告

1]ク ラシック音楽事業及 びクラシ ック音楽文化活動 に関する人材育成(定 款第4条第1項 関係)

● クレーム対策協議会から派生した顧客へのホスピタリティの有 り方についての研修会を東京と関西(兵 庫県公立

文化施設協議会と合同)で 開催し、昭和音楽大学講i師の角屋里子氏を講獅 に、接客のあり方やクレームに対する

対応策等について講座 が行なわれた。参加者は東京地区、関西地区共に50名 が参加した。

※東京会場 日時 平成20年7月29日(火)10時30分 ～12時

会場 東京オペラシティ会議室

※関西会場 日時 平成20年10月24日(金)14時 ～16時

会場 兵庫県芸術文化センター研修室

●実践的な研修会開催のためのテキス トを昭和音楽大学他の協力を得て制作すべ く、文化庁芸術団体基盤整備事業

に申請したが却下された。しかし、準備は進めるべく昭和音楽大学芸術運営学科広渡教授、石田準教授、嘉悦大

学桧森教授を委員 として、テキス トの構成内容を取り纏めた。平成21年 度の文化庁への事業申請を行っている。

●2月3日 ～5日 地域創造の主催するステージラボ徳島の音楽部門のコーディネー トの委託を丹羽事務局長が受

け、コーディネーターとして自主事業(音 楽)コ ースを担当し、クリエイションの井清氏、昭和音大の角屋氏、

善積常務理事等が講獅 として参加し20名 のホール担当者に対して研修を行った。

●会員のスキルアップ、同業種の共通問題の解決、経営者間の情報交換 と親睦等を深める為、今年度はホール分野

とマネジメント分野での交流会を開催した。

※第1回 ホール分野交流研修会

日時 平成20年8月21日14時 ～16時

会場 協会事務局 参加12名

内容 ホール運営上の危機i管理の中で大地震への対応について、参加者より状況報告 と対応策が情

報交換され、危機i管理のあり方への認識を高めた。座長は トッパ ンホール笹野取締役部長。

※第2回 マネジメント分野交流研修会

日時 平成21年2月19日(木)13時 ～15時

会場(財)商 工会館7FD会 議室

内容 指定管理者制度の切 り替えに伴う公演キャンセルへの対応策の検討がなされ、書面による覚

え書きや契約の早期締結の徹底が申し合わされた。異分野とのコラボ レーションによるコン

テンツ創 り、地方のイベンターとの連携による地方への展開、地味な企画の展開手法等の課

題も話 し合われ、各委員会への課題とした。座長は原監事。

2]ク ラシック音楽事業及びクラシック音楽文化活動 に関する調査及 び研究(定 款第4条 第2項関係)

● 全国中小企業団体中央会の補助事業 「情報ネットワークシステム開発事業」として、クラシック音楽に係わる総

合ポータルサイ トを構築 し、コンサー トやアーティス ト等の情報化を目指し、市場に増加しつつある潜在顧客へ

の情報発信の活性化を推進し、業界の情報化による効率化 と観客の増加によるコンサー ト産業の活性化を目指す

為にクラシック音楽界のコンサー ト情報一括集約ポータルサイ トシステム 「JapaliClassicNavi」 を構築した。

開発にあたっては専門家及び業界側委員で構成 した専門委員会で内容等について協議すると共に、開発 したサイ

トの活用セミナーを全国三ケ所で開催 し利活用の促進を計った。

※ 「クラシックコンサー ト情報公式サイ トJapanClassicNavi」 の構築 と運用展開
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※ 「JapanClassicNavi」 活 用 セ ミナ ー の 開 催

東京 会 場 平 成20年11月21日(金)15:00～ 財 団法 人商 工 会 館6FG会 議 室

大 阪会 場 平 成20年11月25日(火)10:00～ ニ ッセ イ 同和 損 害 保 険 大 阪 本 社16F会 議 室

名古 屋 会 場 平 成20年11月26日(水)13:30～CBC(中 部 日本 放 送)本 社6F第1集 会 室

●クラシック音楽の情報一元化のためのプラットフォームの構築に向けて実現可能な仕組みを関連団体と継続して

調査研究する課題については、経済産業省関連の中小企業中央会の事業支援を受けて、ぴあ(株)よ りノウハウ

の協力を得て会員対象の公演情報を記載するプラットホームが完成運営がスター トした。将来に向けての発展形

を目指すには要検討課題とコス ト維持など課題も多いが協会の主事業として育成してゆく方針である。

●文化芸術推進フォーラムに参画し、音楽議員連盟総会に於いて海外からの二重源泉税の撤廃をアピールし、音楽

議員連盟の課題として取り上げられた。文化庁より実状の聴取が行なわれ、中藤泰雄元会長、仁田理事、善積常

務理事が訪問し説明を行なったが即効的な解決には至らなかった為引き続き要請を続けている。

3]ク ラシ ック音楽事業及 びクラシ ック音楽文化活動 に関する普及及 び啓発(定 款第4条第3項 関係)

● 「Konaフ ェス タ2008」 へ の 音 楽 企 画 の 提案

日清 製 粉 グル ー プの 主 催 に よ る 「Konaフ ェ ス タ2008」(「 食 」 を中 心 に 「遊 ぶ 」 「学 ぶ 」 「楽 しむ 」 を キ ー ワー ド

に参 加 性 の 高 いエ デ ュテ ィ メ ン ト(教 育)+(娯 楽)を 形 成 し 日清 製粉 グル ー プ のCSRを 表現 す る 場 と す る)の

受 託 企 画 制 作 と して 以 下7組 の ア ー テ ィス ト企 画 を提 供 し公 演 制 作 を行 な った 。

※ 「Konaフ ェ ス タ2008」 の音 楽 イ ベ ン トの受 託

日 時 平 成20年10月4日(土)・5日(日)両 日共 午 前10時 開場

会 場 国営 昭 和 記 念 公 園み ど りの文 化 ゾー ン(東 京 都 立 川 市)総 入 場 者 数12,000名 。

出 演 ク ラ ウ ンパ ラ ダイ ス/和 太 鼓 兄 弟 ユ ニ ッ ト 「は や と」/金 管 五 重 奏rBUZZFIVE」

オペ ラ歌 手 と歌 お う 「田上 知 穂&大 川 信 之 」/エ ー デ ル ワ イ ス ・カ ペ レ

エ キ セ ン トリ ッ ク ア イ リ ッ シュ 平 沼 有 梨/中 川 英 二 郎 と デ ィ キ シ ーサ ミッ ト

●財団法人地域創造の公共ホール音楽活性化事業に協力して、地域の公共ホールに於けるクラシック音楽普及の一

環として、新人アーティス トに活躍の場を提供し、地域音楽文化の活性化を促進した。財団法人地域創造か らの

受託事業として、プレゼンテーションの実施、実施ホールの担当者に対する研修会の一部を受託し、講師の派遣

を行った。

※平成20年 度公共ホール音楽活性化事業(全 国19ホ ールで実施)

青森県六戸町、宮城県蔵王町、秋田県羽後町、茨城県小美玉町、茨城県 日立市、埼玉県吉見町、埼玉県深谷市、

東京都港区、東京都国立市、三重県東員町、滋賀県大津市、大阪府富田林市、兵庫県福崎町、和歌山県和歌山

市、鳥取県琴浦町、香川県高松市、福岡県古賀市、福岡県宮若市、大分県臼杵市

※平成20年 度登録アーティス トによるプレゼンテーション

8人(組)の 登録アーティス トによるプレゼンテーションが実施ホール担当者に対して実施された。

平成20年4月16日(水)/会 場:津 田ホール

※平成20年 度実施ホール全体研修会

実施ホールの担当者に対 して開催された研修会に講i師・演奏家を派遣 した。

平成20年4月15日(火)～17日(木)/会 場:地 域創造会議室

●公共ホール音楽活性化事業の継続サポー ト事業 「公共ホール音楽活性化支援事業」((財)地 域創造の実施)に っ

いても、協会として制作協力体勢を整え、プレゼンテーションを開催するとともに、平成20年 度は全国31ホ ー

ルで実施した。又、同時開催セミナーとして 「邦楽における地域でのアウトリーチの可能性」も開催 した。

※登録アーティス トによるプレゼンテーション

47人(組)の 登録アーティス トによるプレゼンテーションが実施ホール担当者に対して実施された。



平成20年8月5日(火)・6日(水)・7日(木)/会 場:東 京芸術劇場リハーサル室

※セミナー 「邦楽における地域でのアウトリーチの可能性」

平成20年8月7日(木)10:15～12:00/会 場:東 京芸術劇場地下2Fリ ハーサル室

講獅 丹羽徹(協 会事務局長)・松崎晟山(都 山流尺八学会大師範)

プレゼンター 邦楽アンサンブルあいおい/高 橋祐次郎(津 軽三味線)/日 本音楽集団

●(財)地 域創造の実施する公共ホール音楽活性化アウ トリーチフォーラム事業(都 道府県等 との共催により、親

しみのあるクラシック演奏会と、アウ トリーチ手法に関する研修会を開催する事業)の アーティスト派遣に関す

るマネジメン ト業務を実施した。

【岡山県セッション】(真庭市、勝央町、笠岡市、玉野市、津山市、新見市、岡山市)

※期 日 平 成20年6月21日

平 成20年6月22日

平 成20年6月22日

平 成20年7月06日

平 成20年7月12日

平 成20年7月12日

※ ア ウ ト リー チ 研 修会 の開 催

※ フ ォー ラム ・ガ ラ コ ンサ ー トの 開 催

※派 遣 アー テ ィス ト(財)地 域 創 造 の 審 査 会 によ る登 録 演 奏 家(ピ ア ノ トリオ 、 弦 楽 四 重 奏 、 木 管 五 重 奏)

【高 知 県 セ ッ シ ョ ン】(い の 町 、須 崎市 、佐 川 町 、香 南 市 、土 佐 清 水 市 、本 山町)

※ 期 日 平 成21年2月1日

平 成21年2月1日

平 成21年2月1日

平 成21年2月8日

平 成21年2月22日

平 成21年2月22日

※ ア ウ ト リー チ研 修 会 の 開催

笠岡市公演(笠 岡市民会館)

勝央町公演(勝 央文化ホール)

真庭市公演(北 房文化センター)

津山市公演(ベ ルフォーレ津山)

新見市公演(ま なび広場にいみ)

玉野市公演(玉 野市立総合文化センター)

平成20年6月12日(木)～17日(火)岡 山県天神山文化プラザ

平成20年7月19日 岡山県立美術館ホール

※フォーラム ・ガラコンサー トの開催

※派遣アーティスト(財)地 域創造の審査会による登録演奏家(ピ アノ トリオ、弦楽四重奏、サックス四重奏)

いの町公演(吾 北中央公民館)

須崎市公演(須 崎市立市民文化会館)

佐川町公演(佐 川町立桜座)

香南市公演(の いちふれあいセンターサンホール)

土佐清水市公演(土 佐清水市立市民文化会館くろしおホール)

本山町公演(本 山町プラチナセンター)

平成21年1月15日(木)～21日(水)高 知県立美術館

平成21年3月1日 高知県立美術館

●NECの 協 賛 に よ り実 施 して い る ウ ェ ブサ イ ト事 業 「NECNavigatesJapan'sClassicalMusicArtists」 で は 、

ホ ー ム ペ ー ジの 定 期 的 な 管 理 運 営 ・情 報 発 信 を行 って お り、 現 在 活 躍 中の 日本 人 ア ー テ ィス トの 情 報 を海 外 に 向

けて 発 信 して いる 。 現 在 ホ ー ム ペ ー ジ に掲 載 され て い る邦 人 ア ー テ ィス トにつ いて は 、 専 門 委 員 会 選 考 の 上 、 昨

年 よ り160人 追 加 した 約320人 を掲 載 。海 外 の 関 連 機i関団 体 約 一 万 二 千 件 のデ ー タベ ー ス を活 用 し毎 月一 回定 期

的 な 情 報 をEメ ー ル で 発 信 す る ほ か 、 毎 月4本 の 「ク ラシ カ ル ミュー ジ ックニ ュー ス」 を掲 載 し 日本 の音 楽 シー

ン に関 す る ホ ッ トな 情 報 を 継 続 的 に 発 信 して い る 。

● 第3回 「あ な た が選 ぶNECガ ラ ・コ ンサ ー ト」 の 開催

ウ ェブ サ イ ト事 業rNECNavigatesJapan曾sClassicalMusicArtists」 に て紹 介 され て いる ア ー テ ィス トの

中 か らエ ン トリー した11名 を 、音 楽 フ ァンが 出演 者 と演 奏 曲 目 を イ ン ター ネ ッ トで 投 票 し、 選 出 され た6名 の

ア ー テ ィ ス トが 出演 す る コ ン サ ー ト、 第3回 「あ な た が選 ぶNECガ ラ ・コ ンサ ー ト」 を昨 年 に引 き 続 き開 催 し

た 。 同 ホ ー ム ペ ー ジ の 認 知 の 向 上 と ク ラ シ ッ ク音 楽 の 普 及 推 進 に 向 けて 開催 す る と共 に 、 出演 ア ー テ ィス トの 国

際 的認 知 の 向上 を 目指 し展 開 して い る 。

※公 演 名 第3回 「あな た が 選 ぶNECガ ラ ・コ ンサ ー ト」

日 時 平 成21年3月20日(金 ・祝)午 後3時 開 演

会 場 浜 離 宮 朝 日ホ ー ル(東 京 都 中央 区)総 入 場 者 数500名 。

料 金 応 援 席5,000円/A席3,500円/B席2,000円(消 費 税 込 ・全 席 指 定)

主 催(社)日 本 ク ラ シ ッ ク音 楽 事 業 協 会/提 供NEC

後 援(株)エ ン タテ イ ン メ ン トプ ラ ス 、 イ ン ター ネ ッ ト 「ク ラ シ ッ ク ・ニ ュー ス」

(株)コ ンサ ー トサ ー ビス 、 ぴ あ(株)、(社)全 日本 ピア ノ指 導 者 協 会(ピ テ ィナ)



● 丸の内元気文化プロジェクトの一環として、丸 ビル5階 の空中庭園にて、ミニライブを年間10回 開催 した。 こ

の事業は、大手町 ・丸の内 ・有楽町地区再開発推進協議会 と文部科学省が推進する事業で、街の文化力を高め、

その力で社会を元気にする活動 として推進されている。尚、全10回 の合計来場者数は約700人 。

※丸の内元気プロジェク ト共催事業 日本クラシック音楽事業協会PRESENTS空 中庭園ライブ
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チ ェ ロ とギ タ ー に よ る ア ンサ ン ブル

歌 声 とハ ー プが 織 り成 す 調 べ に のせ て

TrioAgape希 望 や 喜 び の 時 間 を共 に

類 い 希 な る木 管 トリオ 「エ フ ェEFE」 ライ ヴ

ボ リス ・ガ ケ ー ル ソ ロ ・ギ ター コ ンサ ー ト～ ベ ル ギ ー の 風

飛翔 す る ク ラ リネ ッ ト ・デ ュ オ エ マ ニ ュ エ ル ・ヌ ヴー&郡 尚 恵

藤 本 隆文 ☆ ヴ ィ ブ ラ フ ォ ン ・ナ イ ト

ニ 胡 と揚 琴 が響 き合 う輝 き の夜

木 管 トリオOGTSが 奏 で る優 しい響 き

チ ェ ンバ ロコ ン サー ト～ フ ラ ン ス宮 廷 音 楽 の 夕 べ

●宝くじドリーム館ランチタイムコンサー トの制作

クラシック音楽を通 じて宝 くじの理解促進及び普及宣伝に向けたランチタイムコンサー トを東京 ・京橋にある宝

くじドリーム館で年間10回 開催 し、近隣の地域住民や来館される宝 くじファンとのコンサー トを通 じたコミュ

ニティ活動を行なった。尚、全10回 の合計来場者数は約4000人 。

※宝くじドリーム館 ランチタイムコンサー トの開催

Vol,l

Vo1,2

Vo1,3

Vol,4

Vol,5

Vol,6

Vol,7

Vol,8

Vol,9

Vol,10

5月14日(水)正 午 ～

6月11日(水)正 午 ～

7月9日(水)正 午 ～

8月13日(水)正 午 ～

9月10日(水)正 午 ～

10月8日(水)正 午 ～

11月12日(水)正 午 ～

12月10日(水)正 午 ～

2月18日(水)正 午 ～

3月11日(水)正 午 ～

お し ゃべ りブ ラス の名 曲 コ ンサ ー ト 出演:BuzzFive(金 管 五 重奏)

ピ ア ノ☆ フ ァ ン タ ジス タ!出 演:高 橋多 佳 子(ピ ア ノ)

チ ェ ロの 響 き と共 に昼 下 が りの ひ と時 を 出演:長 谷部 一 郎(チ ェ ロ)

エ キ サ イ テ ィ ン グ!!～2台 マ リ ンバ の 響 き 出演:浜 ま ゆ み(マ リ ンバ)

誰 も寝 て はな らぬ!～ 初 秋 を彩 る テ ノー ル の 響 き 出演:中 鉢 聡(テ ノー ル)

フル ー トが 奏 で る魅 惑 の 名 曲 コ ンサ ー ト 出演:永 井 由 比(フ ル ー ト)

き らめ く歌 声 ～ 秋 の 寄 り道 コ ンサ ー ト 出演:大 森 智子(ソ プ ラ ノ)

ビス トロ ス ピ リタ ス 出演:QuartetSPIRITUS(サ ック ス 四重 奏)

ど こか で 聴 いた ヴ ァイ オ リ ン小 品 集 出演:小 野 明 子(ヴ ァイ オ リ ン)

春 を呼 ぶ ピ ア ノ の調 べ 出演:白 石光 隆(ピ ア ノ)

●芸術文化都市東京を創ろうネットワークの企画について、企画協力及び公演制作協力を行 うと共に、開催日には

スタッフ等人材の派遣を行った。

※ルネ小平 「芸術家と子どもたちとの出会い」COCORO*CO&小 原孝スペシャル

平成20年8月30日 会場:ルネ小平

※ 「子 どもたちと芸術家の出あう街2009」 平成21年3月14日(土)会 場:東京芸術劇場

●クラシックスマイル&ハ ーモニーキャンペーンの開催

日本宝くじ協会の助成を受け、昨年度より開催している 「クラシックスマイル&ハ ーモニーキャンペーン」を開

催した。クラシックコンサー トをより楽しく鑑賞して頂く為に、コンサー トに於ける基本的マナーとクラシック

音楽講座を、イラス トを入れ楽しい読み物としたハンドブックを作成 ・配布 した。本キャンペーンを通じて全国

の地域文化施設の活性化 と共に、コンサー トにおける一般常識 ・社会常識としてのモラルの向上を期待すると共

に文化的道徳的な社会の実現に向けて影響を与えることが出来た。

※ 「クラシックスマイル&ハ ーモニーキャンペーン」

期 日 平成20年11月 ～平成21年3月

内 容 会員各社の公演にてスマイルキャンペーンの小冊子の配布とPRポ スターの掲出。本会会員115社 、

全国1505の 主要公共ホール、564の 図書館等へも配布 した。

●クラシック音楽の聴衆の増加を目指して、協会のスケールメリットを活かした会員の協同広告事業にっいて、従

来の朝日新聞音楽情報欄に加えて、読売新聞の朝刊社会面に秋シリーズの3ケ 月に亘り、毎月1回 のスペースで



会員の共同広告を掲出し、協会の知名度の向上と共にコンサー トのピーアール活動を展開した。次年度にっいて

は、春と秋シーズンに双方3ケ 月間、昨年同様の規模で行なう計画である。

4]ク ラシ ック音楽事業及 びクラシ ック音楽文化 活動 に関する知 的財産権の維持 ・管理及 び保全

(定款第4条第4項関係)

●音楽著作権の延長問題に関して協会 として利害を超えた文化政策の中に位置づけるべく各種会議等に参加 してい

るが結論には至っていない。又、料金改定問題については、他のクラシック音楽関係者が同意 していることから

JASRACと の情報提供の仕組みなどを整備して会員への還元を検討している。

●昨年に引き続きコンサー ト約款の制定と普及に向けて関係団体と協議を継続している。

●音楽配信事業への取り組みについては、情報ポータルサイ ト事業を先行 したこともあり、検討中である。

5]ク ラシ ック音楽事業及びクラシ ック音楽文化活動に関する情報収集及び提供事業

(定款第4条 第5項関係)

● クラシック音楽事業ガイ ド2008を 編集 ・発刊した。昨年度に引き続き指定管理者制度の導入及び市町村合併等

の諸事情により、ホールの名称 ・住所 ・連絡先等 に変更が多くみられることから編集作業に注意 して取り組んで

いる。一昨年度版からはホール名称の他に管理委託者の名称も掲載 し会員の利用促進に向けて便宜を図っている。

尚、会員社配布とは別に書籍流通ルー トを利用 した拡販について も継続 して実施すると共にガイ ドブックの広告

依頼を関連団体に対 して行った。又、2009年 度の事業ガイ ドについては協議の結果、発刊期 日を定時総会後の

2009年6月 末 日とし発刊に向けた編集準備を行った。

● 音楽団体及び公共ホール等関係者へのネット配信に向けたデータベース構築については、ホール関係のデーター

ベース収集が進んだが予定の目標には達していない為引き続き取り組んでいる。

● クラシック音楽演奏家人名録の発刊に向けた取 り組みでは、情報ポータルサイ トのデーターベース構築に合わせ

て研究をしてゆく。

●協会の活動について広 くホールや教育機関に広報資料とスマイル&ハ ーモニーキャンペーンの冊子を配布して協

会の活動広報を行なった。

6]ク ラシック音楽事業及びクラシック音楽文化活動 に関する内外関係機 関等 との交流及 び協力

事業(定 款第4条 第6項関係)

● 平成20年 度のIAMAの 協議会が4月17日 から19日 までベル リンにて開催され、本会か らは善積常務他6名

が出席し、今後の提携に向けての協議がなされた。会員各社のアーティスト資料をまとめて配布広報した。

●9月25日 ～27日 に韓国の太田市にて開催されたFACPの 年次総会にて、アジア諸国との音楽文化活動の交流

を深めるべく、本会よ り茂田国際委員長、ジャパン・アーツ高木氏が講演を行 うと共に、会員社6名 が参加した。

又、25日 に開催された理事会には善積常務理事が出席した。

7]そ の他本会 の 目的を達成するための事業(定 款第4条第7項関係)

● 平成20年 度の会員数は、正会員62会 員(平 成19年 度末)よ り、54会 員(平 成20年 度末)に(こ の間退会



6会 員、賛助移行2、 新入会0会 員)、 賛助会員52会 員(平 成19年 度末)よ り、57会 員に(こ の間退会2会

員、新入会5会 員、正会員より移行2会 員)な った。平成20年 度は倒産による退会2会 員をはじめ正会員の減

少が続いており、不況の中、会勢を維持できるよう賛助会員の勧誘を積極的に取 り組んでいる。

● 招聰ビザ及び二重源泉に対する要望について、文化芸術フォーラムとの協議や経団連等の協力を受け、入国する

芸術家のビザを興行ビザから芸術ビザへの簡素な手続きでの発行を求めると共に、芸術ビザでの活動報酬につい

ては所得税の二重源泉の解消を要望する旨、現在法改正に理解を示している議員各位及び文化庁へ要請を行った。

● 昨年度より導入された公共施設の指定管理者制度の今後の動向について、昨年に引き続き情報を収集し今後の動

向を探ると共に、今後に向けた具体的な対策案を引き続き検討している。

● 関西地区連絡協議会では、会員の連携と情報交換を密にする為の連絡会を開催 してお り、情報交換と連携強化に

向けて適宜開催を行った。


